
会津若松市外部評価委員会開催要綱

（平成17年 6月 13日決裁）

（平成19年 6月 1日一部改正）

　　　　（平成29年 3月 21日一部改正）

　

　（開催）

第１条　市が実施する行政評価について、学識経験者等による意見、提案等を取り入れることに

より、行政評価の客観性、信頼性等を確保するため、会津若松市外部評価委員会（以下「委員

会」という。）を開催する。

　

　（構成）

第２条　委員会は、次に掲げる委員で構成する。

　(1) 学識経験者等　４人

　(2) 公募による市民　３人

　

　（任期）

第３条　委員の任期は２年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、再任を

妨げない。

２　前項ただし書の規定にかかわらず、前条第２号に掲げる委員の再任は、２期４年を限度とす

る。

　

　（委員長及び副委員長）

第４条　委員会に、委員長及び副委員長各１人を置く。

２　委員長及び副委員長は、出席者の互選により定める。

３　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

　

　（所掌事項）

第５条　委員会は、評価対象施策等について評価し、市長に報告するものとする。

　

　（会議）

第６条　委員会は、委員長が招集し、会議の議長となる。

２　委員長は必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意見等を聴くことができる。
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　（庶務）

第７条　委員会の庶務は、企画政策部企画調整課において処理する。

　

　（補則）

第８条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、別に定める。

　　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。

　　　附　則

　この要綱は、決裁の日から施行する。
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